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「ワカンナイ・・・・・」のよ！

多賀工業会 中部支部
副支部長 廣木則男
(S41(1966)年 学電気卒)

巻頭言

井上陽水の歌に「ワカンナイ」という題名のリズミカルな曲があり、宮沢賢治の
「雨ニモマケズ」をモチーフにしているようだ。賢治の言葉は病床時に手帳に鉛筆
で記したメモみたいなもので死後発見されたらしい。彼の理想像に対する祈りか。
陽水も彼流にアイロニカルに歌っているが賢治への揶揄かリスペクトか。わかんない。

今年も暑い夏が来るのだろう。気候変動のため、日本も亜熱帯化し日本の美しい
四季も無くなってきている。人間活動による温暖化や環境破壊が加速し、終末時計
は今年１月に残り85秒と過去最短に設定されたとのこと。今後、針の巻き戻しは
可能なのだろうか。わかんない。

最近はAIに関する話題が尽きない。AIのシンギュラリティの到来時期が早まり、
科学技術の進化は予測不能な領域に突入すると考えられ、人間の社会生活に大きな
影響を与える。人間と科学技術の関係性が根本から問われる時代を迎える。今後AIの
利用により圧倒的に効率化が図られるだろう。個人的には医療分野での新薬開発や
治療技術の向上を期待したいが多くのデメリットもある。AIの完全自立型兵器等の
軍事利用は最も恐ろしい。身近な問題は膨大な電力消費の問題だ。AIの需要の増加
により電力不足の課題が迫っている。しかし、地震大国のわが国で原発事故の総括が
不十分なまま、原発回帰することは妥当なのだろうか。わかんない。

生成AIによるディｰプフェイクの悪用による動画等の拡散により何が真実かわからない
時代になっている。お互い疑心暗鬼が増幅し寛容性も失われ、分断は更に深まるの
だろうか。わかんない。

SNSのアルゴリズムに攪乱され、フィルターバブルやエコーチェンバー現象象が
引き起こされ、政治的あるいは社会的分断が深まっている。情報過多の社会で特に
若者はコスパ、タイパなど効率性を重視しているようだ。そこには楽しさや充実感が
あるのだろうか。わかんない。
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人間は余りに時間と利便性という観念に縛られ過ぎて、真の幸福、生きる意味が
わからなくなっていないか。東大准教授の斎藤幸平氏の「人新世の資本論」が話題
になっているが、地球の限界を無視して無限の成長を追い求めることによる弊害が
大きくなっている。人口減少時代を迎え抵抗があるかもしれないが「８掛け社会」
という考えがあるように、一度立ち止まり生活様式を見直す時期ではないか。
世間はどう思うか。わかんない。

最近のＮＨＫの法曹ドラマで主人公の裁判官の「わからないことをわかっていな
いと、わからないことはわからない、わからないといけない」というセリフがあり、
主人公の特性はさておき現代社会でも大切な教訓だと感じた。私もわからない
自分を自覚し、真摯に考えたいと思う。しかしいつまで気力が続くか。わかんない。

近頃、世界中で戦争や紛争が多発している。わが国でもきな臭い空気が漂って
いないか。俳句や短歌で詠まれている「戦争が廊下に立っていた、待っていた」
という事態にならぬように切望するがどうなるか。わかんない。

わが国は人口減少、少子高齢化、円安、物価高、インフラの老朽化、深刻な債務
問題等の課題が山積している。複雑な世界情勢で先行きが不透明な時代だ。
今後、「何があるのか、何処へいくのか」わかんない。

本当に私には「♪ララララ、ララララ ワカンナイ♪」のよ。

筆者のプロフィール：廣木 則男

昭和41年  工学部電気工学科卒
同年   鹿島建設株式会社入社

現在､ギター合奏､数独､音楽鑑賞､
麻雀を楽しんでます。

巻頭言
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２０２５年度（第３５回）
茨城大学 多賀工業会 中部支部総会

・懇親会
多賀工業会 中部支部
幹事長 藤田 恭弘
(S63(1988)年  学電子卒)

令和７年(2025年)６月７日(土)、第３５回同窓の集い（総会・懇親会）が、開催
されました前年は７月に開催して猛暑に見舞われた経験がありましたので、今回は
6月上旬の開催としました。コロナ禍以降、他支部との相互交流を控えてきましたが
今回は2019年以降実に６年ぶりに関西支部から村田健吾様のご出席をいただくこと
が出来ました。参加者はまだまだ工学部出身が多数ですが、「同窓の集い」として
工学部以外のご出身の方にもご参加いただくようになって 人文学部２名、教育学部
２名（お子様３名も）理学部１名、それにご来賓を含めて計21名となりました。
また、前年は貸会議室で総会を執り行った後に場所を移して懇親会を行ったのです

が、今回は総会と懇親会を同会場として移動の時間を短縮しました。進行も、総会
という堅苦しい時間をできるだけ短縮し、懇親会に時間を充てるようにしました。

総会風景

総会・親睦会通信
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＜懇親会＞
・日時：総会終了に引き続いて概ね１５：００～
・場所：総会と同じ

総会終了後に、休憩を挟んで懇親会へ。総会の出席者はほとんどが工学部出身者
でしたが、ここから教育学部出身者２名、人文学部出身者２名が加わりました。
冒頭、佐藤 淳一さん（工学部 機械S43(1968)卒）の乾杯のご発声で懇親会スタート
です。途中、関西支部からのご来賓 村田 健吾様よりご挨拶を賜り、関西支部の
状況や同好会活動に力を入れている様子などをご教示いただき、大変参考にそして
刺激になりました。

また、新たな同好会活動の提案として俳句・和歌やカラオケの同好会の提案が出るなど、
意義のある懇親会になりました。

新たな同好会の提案

関西支部村田様

＜総会＞
・日時：６月７日（土）１４:００～１４：５０
・場所：Ｋｓｔｙｌｅ Ｂａｎｑｕｅｔ 名古屋市中村区名駅４-26-10名駅ファーストビル

会場は、名古屋駅近くの貸パーティルームを利用しました。このあとの懇親会と同じ会場
です。総会時も机の配列は会議を行う形態ではなく前方に議長席及び司会進行席だけを
設けて懇親会そのままとしました。
冒頭、訃報のあった寺門行彦様（2025年１月逝去・工学部金属S39(1964)卒）のご冥福を

祈念して全員で黙祷を捧げました。議事は、恒例によりまして議長選出（菅谷支部長を選出）
して、各種報告事項や決議事項を審議しました。次ページ以降に資料が一部掲載されています
ので、ご覧いただければと思います。

総会・親睦会通信
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最後に、佐藤 博泰さん（工学部 金属S37(1962)卒）による一本締めで会を締め
お開きとなりました。

総会・親睦会通信
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懇親会のスナップ

筆者のプロフィール： 藤田 恭弘

昭和６３年 工学部電子工学科卒
同年 中京テレビ放送入社

令和 ７ 年 中京エレクトロン

再雇用制度で少し軽くなった仕事の傍ら、
年２～３回の旅行が楽しみです



２０２５年度 活動報告
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茨城大学 多賀工業会 中部支部

２０２５年度（第３５回）同窓の集い（総会・懇親会）

◆日 時

◆場 所

２０２５年６月７日（土） １４：００～１７：００

（総会：１４：００～１４：５０ 懇親会：１５：００～１７：００）

K style Banquet

愛知県名古屋市中村区名駅４-26-10名駅ファーストビル４Ｆ

【１】総 会
（１）開会の辞

・開会の宣言
・黙祷
昨年の総会（２０２４年７月）以降、１名の訃報に接しました。
寺門 行彦 様 ２０２５年１月 謹んでご冥福をお祈りします。

（２）支部長挨拶 支部長 菅谷 伸夫

（３）ご来賓のご紹介 関西支部 村田 健吾 様

＜議長選出＞
（４）議事＜報告、審議＞

①２０２５年度会計報告と会計監査・・・・・資料①
②近況報告・事業報告 ・・・・・資料②

・本部関係
・中部支部関係

③２０２５年度総会出席者ご芳名
④同好会活動報告
・ゴルフ同好会

⑤２０２５年度役員、幹事
⑥２０２６年度役員、幹事（案）
⑦２０２６年度事業計画（案） ・・・・・資料③

＜議長解任＞
（５）閉会の辞

～ 休憩 ～

【２】懇親会

【３】記念写真撮影

１５：００～

１６：５０見当
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２０２５年度 活動報告

2025年度（第35回）総会
資料① 2025年6月7日多賀工業会中部支部 2025年度会計 報告

(2024年7月1日～2025年6月30日）

【収入の部】

【支出の部】

２０２５年６月２日
以上の通り報告致します。

監査の結果、適正に処理されていることを承認致します。

幹事長(兼 会計) 藤田 恭弘

会計監査 蟹江 雅司
蟹
江
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２０２５年度 活動報告

【本部関係】

多賀工業会中部支部関連情報
～ この１年間の主なトピックス ～

（１）２０２５年 ３月 多賀工業会 理事会メール審議
・前年度の会計報告・今年度のスケジュールなど

（２）２０２５年 ６月２９日 本部理事会
・副会長の選任・理事を各支部の支部長が担当することなどを
決議予定

・中部支部からは、菅谷伸夫支部長が出張予定

（３）２０２５年 ５月２５日 静岡支部総会

（４）２０２５年 ６月２２日 関西支部総会
・中部支部からは、廣木 則男副支部長が出張予定

2025年度（第35回）総会
資料② 2025年6月7日

【中部支部関係】

（１）２０２４年 ７月１７日 本部より援助金受領

（２）２０２４年１０月２６日 中部支部懇親ゴルフ大会（名岐国際ゴルフ俱楽部妻木コース）
２０２５年 ３月２９日 中部支部懇親ゴルフ大会（新陽カントリー倶楽部）

（３）２０２５年 ２月～３月 会報発行打合せ
・主にメール審議にて、ページ構成・寄稿依頼などの打合せ

（４）２０２５年 ３月下旬 会報発行（岡崎市立中央図書館交流プラザ）
・報告事項や寄稿原稿をとりまとめ印刷・製本（120部）

（５）２０２５年 ４月１２日 ２０２５年第２回幹事会（名古屋市特殊陶業市民会館）
   ・会計中間報告、主なトピックス報告、会報の準備状況報告
   ・同窓の集いについて、返信ハガキの扱い、その他

（６）２０２５年 ６月 ７日 ２０２５年同窓の集い（総会・懇親会）（K style Banquet）

以上
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２０２５年度 活動報告

2025年度（第35回）総会
資料③ 2025年6月7日

多賀工業会中部支部
2026年度事業計画・予算(改訂案)

(2024年7月1日～2025年6月30日）

【主な事業計画】

【年度予算(案)】 朱書部分を修正

6月７日の「同窓の集い(総会)」で決議した2026年度事業計画及び予算を、以下２点について修正
①会員からの寄付のお申し出があり収入に加えた
②新たな同好会「歌う会」を発足させ、補助金を交付することとした

予算としては、収入と支出の変更が同額ですので、残高（次年度への繰越）に変更はありません。

役員会メール審議
2025年8月27日



第18回大会は、`25年10月25日(土)ロイヤルカントリークラブ下山コースにて、
急遽１名がコロナ感染疑いにて欠席となり残念でしたが、7名参加にて楽しく開催で
きました。

本コースは、戦略性の富んだ「クラウンコース」、挑戦欲を掻き立てる「プリンス
コース」、平坦で女性にも優しい「クイーンコース」の27ホールを要しており、勿論

我々は挑戦意欲は高いのでクラウン→プリンスをラウンド。クラブハウスの入り口や
コースのいたる所で彫像が迎えてくれる自然だけでなく芸術性にも富んだコースで
優雅な一時を楽しみました。

結果は、飛距離が半端ない諸戸さんが接戦を制して優勝、そして準優勝は毎回
上位に名を連ねる菅谷さんが景品をゲットされました。

諸戸さん 菅谷さん

←彫像がお出迎え

◆第18回ゴルフ大会報告

多賀工業会 中部支部
幹事 磯部 博行
(S58(1983)年 学精密卒）

茨城大学 多賀工業会 中部支部

ゴルフ同好会

ゴルフ同好会
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最後に私事で恐縮ですが、娘が出産のために１２月下旬から約３か月間長男を
連れて里帰りしていました。動きの鈍い娘には手に余る、動きと口の止まらない
長男(３歳）の面倒は私と妻の役目となり、楽しいながらも日々大変な時を過ごし
ましたが、抱っこのおかげ？で筋トレができ、冬眠明け後のゴルフでの飛距離アップ
が楽しみです。

これが理由？ではありませんが、春先に第19回を開催できず、25年度は１度の
開催となってしまいました。次年度は２回/年を目標に計画してゆくので、いつもの
メンバーに加え「参加してみようか」と思われた現役の方、「まだまだ若い者には」
と思われた先輩方、気兼ねなく参加できる会ですので是非ご参加ください。

ゴルフ同好会
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筆者のプロフィール： 磯部 博行

昭和５８年 工学部精密工学科卒
同年（株）デンソー入社

１月に６５歳の誕生日を迎えたのですが、
幸か不幸か来年度も相変わらずデンソーで
働くことになりました。



茨城大学 多賀工業会 中部支部

「歌う会」同好会

この同好会は、昨年の総会で提案させて頂きまして、その秋に事務局からの承認を
頂きまして新たに発足致しました。

その名前については、和歌や俳句を詠うとか歌を歌うとか詩を謡うとか検討しま
したが最もポピュラーな「歌う会」と命名しました。その時点でも会員は根本様と
佐藤の2名が登録されまして、そのまま現在に至っております。
承認頂きました後の11月初旬に豊橋にて第一回を開催しまして、中部支部の皆様

方にも連絡いたしましたが、参加者は合計4名（菅谷、廣木、根本、佐藤）になりま
した。この時は昼食とカラオケにて約３H程度にて楽しませて頂きました。

＊来る4月初旬には、名古屋港近辺において“詠うこと”を楽しみますので、ご参加を。

◆ 「歌う会」同好会の現在地

会員募集！

多賀工業会 中部支部
副支部長 佐藤 淳一
(S43(1968)年 学機械卒)

では、傑作を２句

山桃は緑に茂り静かなり夏鳥渡り蝉時雨も無く
根本 弘

 木曽川に河津桜咲く春近し
佐藤 淳一

河津桜 初春 木曽川と雪の御岳

「歌う」同好会
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筆者のプロフィール： 佐藤 淳一

昭和４３年 工学部機械工学科卒
同年 カバヤ（株）入社

・元会社OB会の50周年総会への
準備してます

・OB会の桜見歩く会で好天気の中
満開を堪能しました



モノづくりの現場から

～三つのテレビ取材を通じて～

多賀工業会 中部支部
幹事 野﨑 剛寿

(S58(1983)年 学精密卒)

近年、世の中の動きは目まぐるしく変化し、働き方や価値観もますます多様化し
ています。私たちの会社でも、その変化に合わせて日々の取り組みを見直しながら、
より良い職場づくりと事業の発展に向けて、一歩ずつ挑戦を続けています。

こうした流れの中で、今年度は三つのテレビ番組から取材をいただくという、
たいへん嬉しい機会に恵まれました。外部の視点を通じて会社の姿が紹介された
ことで、社員の取り組みや会社の雰囲気が多くの方に伝わり、とりわけ、若手社員
の成長や活躍の広がりをあらためて実感することができました。今回は、この三つ
のテレビ取材についてご紹介させていただきます。

１．はじめに

２．『 開発現場に行こう 』

一つ目は、『開発現場に行こう』という番組の取材です。
同番組は「未来をつくる技術者たちの挑戦」に焦点を当て、開発者の熱意によって
生まれた製品や、その裏側にあるストーリーを紹介するものです。
取材では、当社の主力事業である減速機の開発部門を中心に、現場での試行錯誤

の積み重ねがどのように成果に結びついているかを丁寧に取り上げていただき
ました。撮影では、若手開発部員が、自分の言葉で堂々と説明する姿に、私自身
とても励まされました。社員一人ひとりが使命感を持って課題に向き合う姿が
番組を通じて多くの方に伝わったことは、たいへん嬉しく思いました。
これまでも社内向けのＶＴＲ撮影は経験してきましたが、テレビ取材は初めて

でしたので、言葉選びから表情まで、いつも以上に気を配る緊張感のある貴重な
時間となりました。

会員 寄稿文
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二つ目は、バラエティ色の強い『キャイーンの社食いただきます』です。
お笑いコンビ”キャイーン“のお二人が企業の食堂を訪れ、社員との交流を通じて、企業
文化や食の魅力を紹介する番組です。

番組では、挨拶・会社紹介から始まり、ショールームでの製品紹介、そして創部７８年を
誇る軟式野球部とのコミカルな交流など、普段とは異なる角度から当社の雰囲気を伝えて
いただきました。特に、野球部への取材はアドリブが飛び交い大盛り上がりの展開となり、
部員が普段見せないほどのビックスマイルを見せてくれたことが印象的でした。
キャイーンのお二人は、テレビの印象以上に礼儀正しく、機転の利いた“ボケ”と“つっこみ”
で場を和ませる姿はさすがでした。撮影に立ち会った社員からは自然と笑顔が生まれ、
社内の一体感を再確認できる良い機会となりました。また、社食は、社員のパフォーマンス
を支える大切なインフラであり、その取り組みを外部から高く評価していただけたことを、
たいへん嬉しく感じました。

３．『 キャイーンの社食いただきます 』

４．『 知られざるガリバー エクセレントカンパニー 』

三つ目は、広く放送されている「知られざるガリバー エクセレントカンパニー」です。
本番組は、日本の魅力ある“ものつくり企業”を学生を含む幅広い視聴者に紹介する内容で、
ご存じの方も多いかもしれません。番組では、当社の事業内容や技術的な強み、そして
新たな技術への挑戦を支える風土を深く掘り下げていただきました。取材では、技術内容
を分かりやすく伝えるために、社員がデモ装置を準備し、なるべく専門用語を避けて説明
するなど、理解しやすい紹介となるように工夫したことも実を結んだと感じています。

 放送終了直後、多賀工業会中部支部 支部長の菅谷伸夫さんから
「今、知られざるガリバーでニッセイを見ました。益々の発展を祈念しています。」
との温かいメッセージを頂き、感激するとともにテレビの影響力を改めて実感しました。
このほかにも、番組を視聴した多くの方から「ものつくりの姿勢がよくわかった」
「社員の熱意が伝わってきた」「技術がとても分かりやすかった」など多くの反響を
いただき、これまでの取り組みが放送を通じて理解いただいたことを大変嬉しく思いました。

モノづくりの現場から

～三つのテレビ取材を通じて～
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５．おわりに

今回の三件の取材を通じて改めて感じたことは、『外からの視点』に触れる大切さです。
私たちは日常の業務に追われる中で、つい自社の良さや独自性を見失いがちですが、外部の
視点から取材いただくことで、当たり前だと思っていた価値に気づかされます。
また、私たちの取り組みが社会に確かに届いていることを実感する機会にもなりました。
さらに、メディアを通じて会社の活動を広く発信することは、地域社会や業界への貢献
にもつながっていると感じました。そして何より、従業員の家族の方々に、
「ニッセイという会社」をより深く知っていただけたことは大きな収穫でした。

筆者のプロフィール： 野﨑 剛寿

昭和５８年 工学部精密工学科卒
同年 ブラザー工業株式会社入社

平成３０年 株式会社ニッセイ

1月に長男夫婦に二人目の孫が生まれました。
デレデレのジージです。
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趣味の紹介（ゴルフライフとスコアの壁）

多賀工業会 中部支部
支部長 菅谷伸夫
(S45(1970)年 学機械卒)

近年は地球温暖化の影響で桜の開花も１週間～10日程度早くなりゴルフシーズンの
幕開けとなりました。小生は３０代初めにゴルフを始め、毎週休日にはゴルフ練習
場に通い600～1000球ボールを打っていました。
その当時はグリップの握り方やスイング等についてはゴルフ雑誌で知識を得、
自己流で体に覚え込ませるやり方で数多くのボールを打つことになってしまいました。
最初はなかなかクラブヘッドの芯でボールを打つことができず、手は痺れボールは
左右に大きく曲がり真っ直ぐに飛びませんでした。何ヶ月か練習をした後、初めて
ゴルフ場でラウンドしましたがボールは左右に散らばり練習場でのように全く上手く
打てませんでした。ボールの位置や芝の状態、スタンスがその都度異なり、そのよう
な状態での練習はしていないので当然の結果と受け止めて次回の反省材料としました。
3年目位まではGross 100オーバーが続き「Gross 100の壁」が立ち塞がっていました。
その後、Gross 90台でラウンドができるレベルに向上しラウンドの楽しさが一層増し、
練習にも熱が入りました。年に40～50ラウンドを行い、その時のスコアやパット数を
データーに残し課題克服の練習に
励みました。

次の目標は「Gross 90切りの壁」
です。常にGross 80台でラウンド
するには更なる技術のレベルアッ
プが必要と痛感しました。特に
パッティングやグリーン周りのア
プローチの精度がスコアメイクに
大きく左右することを感じ、自宅
庭にパッティンググリーンやアプ
ローチの練習ができるように庭を
整備しました。

自宅庭に作ったパッティンググリーン

会員 寄稿文
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これらの練習の成果もあって｢Gross 90切りの壁｣をクリアーし新たな目標として
「Gross 80切りの壁」に挑戦しました。しかし、常に70台のスコアを出し続けるのは
本当に難しく、チョットしたミスでスコアは崩れてしまいます。全盛期の頃でも年間
平均スコアはGross 82～83であり｢Gross 80切りの壁」をクリアーすることは出来ま
せんでした。それでも何とかホームコースの「オフィシャルHcpシングル」を達成す
ることが出来ました。

ゴルフをやっている人はそれなりの目標とか夢があると思います。例えば「ホール
インワン」、「自己ベストスコアの更新とHcp シングル」、「アルバトロス」、
「エージシュート」等があります。約45年間のゴルフライフでこれらの夢をいくつか
達成することが出来ました。「ホールインワン」は１度、「自己ベストスコア Gross
71とHcp シングル」、「エージシュート」１度
です。 ホールインワンは、当たり損ねのミス
ショットにも拘らず、結果オーライでそのまま
カップイン。満足のゆくショットでは無かった
ものの運が味方して入っただけでした。ホール
インワン保険に入っていなかったので後に
「ホールインワン達成記念」で多少の出費が嵩
みましたがゴルファー冥利として受け止めました。
｢オフィシャルHcp シングル｣になった時は「シ
ングル記念コンペ」を開催し、多くのゴルフ仲
間から祝福され楽しい一日を過ごすことが出来
ました。

還暦を過ぎてからは飛距離の低下が著しく、
競技指向から離れ健康維持のために楽しく
ラウンドすることを心掛けています。古稀を
過ぎてからはティーの位置を「ゴールドティー」
に移し、飛距離低下分をカバーしていますが
最近ではそれでも長く感じます。

趣味の紹介（ゴルフライフとスコアの壁）

シングルHCPの証明書

会員 寄稿文
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そんな中、昨年9月のラウンドで Gross 77 という「エージシュート」を達成する
ことが出来ました。 この時は何をやっても全てが上手く噛み合ってスコアメーク
することが出来ました。

「エイジシュート」のスコア７７

ホールインワンは偶然のまぐれでも達成することが出来ますがエージシュートは
18ホールを大きなミスも無く、戦略的なコースマネジメントを行いながらラウンド
しないと達成は難しいと思います。そういう意味でこれまでのゴルフライフの集大
成として達成できたので喜びもひとしおでした。これからも健康維持のために気心
知れた仲間等とゴルフライフを続けていきたいと思います。あと１回エージシュート
が達成できたら最高と思うので努力していきます。

筆者プロフィール：菅谷 伸夫

昭和４５年 工学部□機械工学科
同年 トヨタ自動車（株）入社

ゴルフ､JAZZ､真空管アンプの自作など
のんびりと趣味を楽しんでいます。

会員 寄稿文
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今年も会報を刊行することができました。まずは会報第13号が無事に刊行できた
事を喜び、原稿を寄せてくださった皆様に心より感謝を申し上げます。誠にありが
とうございました。さて、この冬は平年に比べ「寒冬」の傾向で、また降水量が
非常に少なく愛知県内でも一部地域で取水制限措置がとられています。ですが、
気象協会の長期予報では、春～夏にかけて降水量も増え、気温も平年をやや上回る
ようです。本誌が皆様のお手元に届く頃は春本番の暖かさが感じられていることと
思います。

◆表紙のことば

恒例の佐藤博泰氏（S37 学金属）＜陶芸で巡る世界遺産シリーズ＞から、
今回は《エッフェル塔 （フランス・パリ）》です。

～佐藤さんからの作品紹介～

フランス革命100周年にあたる1889年、第4回パリ万博の呼び物として、
ギュスターブ・エッフェルによって建てられました。高さは放送用アンテナを
付け324ｍであり、1991年に「パリのセーヌ河岸」として世界遺産に登録され
ました。今回の作品は、2024年のパリオリンピックに合わせ制作したものです。
制作上では、微妙な角度のある4本の脚（土台）と塔全体の垂直度を出すことに
苦労しました。なお、両側の緑の直方体は刈り込まれた樹木です。

制作 ２０２４年 縮尺 1/400 寸法 55×90×81（㎝）

◆年会費納入のお願い

2012年に創刊した「中部支部会報」も、第13号を発行することができました。
当会の活動は、皆様方の会費で成り立っています。会の活動を充実し会員の
コミュニケーションに役立てたく、会員の皆様には年会費(２,０００円/年)の
お願いを致しております。何卒、主旨をご理解の上、ご協力をお願い致します。

●年会費の振込先

 ・多賀工業会中部支部の預金口座（ゆうちょ銀行）
 口座番号 ： ００８６０－１－１９０６０９
 加入者名 ： 多賀工業会中部支部
 ・同封の「振込取扱票」をご利用願います

（振込み手数料は各自ご負担願います）。
 ・振込み期限 ２０２６年５月２４日

編集後記

◆編集後記
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◆ご意見･ご要望･寄稿の募集について

中部支部活動や会報の内容について、会員皆様のご意見、ご要望をお聞かせ下さい。
また、次号（２０２７年４月発行予定）の寄稿をお願いします。テーマは何でも
結構です。支部長または編集担当（藤田）宛にメール又はＦａｘ等でご連絡を
お願い致します。

・支部長 菅谷 伸夫
メールアドレス sugaya-nmyt@kb3.so-net.ne.jp
電話･ＦＡＸ 0564-45-5832

・編集担当 藤田 恭弘
メールアドレス fujiyass@ss.iij4u.or.jp
電話･ＦＡＸ 052-804-8313

発行日 ２０２６年４月
発行者 菅谷伸夫（機械Ｓ４５）
編集委員 蟹江雅司（機械Ｓ６３）
 藤田恭弘（電子Ｓ６３）
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